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時既に鍛冶、研ぎ、木柄に分業化していたことが分かる。鍛冶屋 101 軒に対して 18 軒とその戸
数は少ないが、もともと研ぎは、煙草庖丁についてはごく簡易で、鍛冶屋の中で済ますことの





































アを見てみると、昭和 30（1955）年まで、大阪は全国１位（出荷額 42.9 百万、全国シェア 25.3％）
であったが、翌年の昭和 31（1956）年には岐阜（出荷額 60.9 百万、全国シェア 26％）に次ぐ
第２位（出荷額 56.6 百万、全国シェア 23.9％）となり、その後は新潟や兵庫にも順位を譲る
こととなる。さらに四半世紀後の昭和 56（1981）年は全国３位（出荷額 875 百万円、全国シェ























ば、研ぎ職 R 氏（1950 年生、高卒、三代目）のところでは、注文の庖丁の多くが板前からの
1999(H11) 2000(H12) 2001(H13) 2002(H14) 2003(H15) 2004(H16) 2005(H17) 2006(H18)
生産数量（丁） 847,000 492,640 479,680 453,750 436,460 454,000 436,500 428,000
生産額（百万円） 2,352 1,368 1,332 1,332 1,297 1,226 1,186 1,186
― 8 ― 
リクエストである。「厚みは何ミリにして…ここ何センチとか…幅が何ミリにしてください…


















造業が 20 社と、堺刃物協同組合に属する刃付業が 33 社、堺利器工業協同組合に属する鋏製造




























































鍛冶 117 30 40 40 40 37 21 20
刃付 83 79 128 112 86 78 35 33
鋏 96 21 14 20 21 16 16 11 10
木柄 38 16 12 12 12 9 ─ ─ ─
問屋 不明 50 42 65 65 66 65 47 33
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は、一軒あたりの生産高を増やし、これが「力をつけた」鍛造業者の一貫業者化を促したとい
える。1970 年には、鍛造業者のなかに刃付加工も行う一貫業者は 45 軒中 12 軒という記録が
ある（堺市経済部商工課, 1972：121-122）。 









（  ）、刃付けを行う。そして、木柄製造業者から柄を購入し（  ）、自ら柄付け加
工をして完成品として地方問屋や小売店へ直接出荷（  ）する。1970 年には、自ら完成
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この他、問屋が主体となる戦後のモノの流れとして、図３の  ～  の流れがある。
他産地から無刃物鍛造品を仕入れ（  ）、それを堺の刃付け屋で刃付けをしてから（  ）、
















































に分けられている。たとえば、鍛冶の A・B・C、研ぎの A・B・C があり、このそれぞれの３





ものになる。逆に、鍛冶が C ランクで研ぎが A ランクであれば「良い品に見える」し、価格も
抑えられるが、品質は良くないため「一番たちが悪い」ものになる。 
またたとえば、あるレベルの刃物を作りたいと考え、それが 10000 円になるとする。しかし、
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あることが窺える。次の研ぎ職 K 氏（1943 年生、高卒、二代目）は、互いの自覚についての
認識はもちろんのこと、さらにそれを職人たちが問屋との関係（取引）の中で、どう受け止め
ていくか、ということについて述べている。「（それぞれの職人の技能ランクの程度については、






やから。そら、僕がなんぼ自分が『A やー』ゆうたかて問屋さんが『あんたの仕事は B や』ゆ
われたら B ですわ。」 
K 氏は、職人の技能ランクの位置づけに関する自覚について述べるのと同時に、その技能の
ランクの差が、大きな収入差となるわけではないことも指摘している。単価 200 円の仕事を 100
枚するのと、2000 円の仕事を 10 枚するのとでは、結果的には収入はほぼ同じである。一丁 200
















研ぎ職 U 氏（1950 年生、高卒、二代目) は、次のように言う。「どこで一人前かゆうのも、
それはもう仕事のランクによって変わる。ただ、刃が付いていればいいゆう仕事やったら３年














































































研ぎ職 S 氏（1940 年生、高校中退、一代目）は、独立後に自ら直販先の店を探し、何軒かと取
引をしていた時期があったが、結局は肝心のものづくりに専念できず、やがて取引を解消させ










































研ぎ職 S 氏（1940 年生、中卒、一代目）は、結婚して堺に暮らす従姉妹の誘いで、高校を中




大きさでも材質の違いによって、一本を研ぐのに安いもので 2000～3000 円、高いもので 12000
～13000 円、一日に出来る量は前者で 10 数本、後者で３～４本である。見た目の模様から「墨
流し」と呼ばれる鉄と鋼が何層にも重なった特殊なものを研ぐこともある。 
親方から得意先をもらうことはなかったが、N 家が出自であることによって S 氏自身が経験
した記憶に残るエピソードがある。独立後、自ら取引先の問屋を探すため、あちこち問屋を回っ 






























のもどちらも引き受ける研ぎ職 K 氏（1943 年生、高卒、二代目）の場合、「僕は何でも出来ま








親方弟（亡）従姉妹    N家 親方
Ｓ氏 兄弟子１　兄弟子２
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た T 氏の面接記録に寄って見ていくことにする。 
鍛冶職 T 氏（1938 年生、高卒、三代目）は、高校へ通いながら父親に師事し、家業を手伝い
ながら鍛冶の修行を始め、37 歳の時、図５に示したとおり、三代目として父親の後を継いだ。

































職人S　  　職人２　  　職人１
Ｔ氏（三代目） 弟（同業）







































T 氏が鍛冶の修行を始めた頃、当時父親の元に古い職人 S がいた。職人 S は、他で修行をし
て一人前になった人だが、自分のいた工場が廃業したため、T 氏の父親のもとに通いで働き始




















少し前まで賃仕事、日雇いの職人が街の中には数多くいた。研ぎ職 K 氏（1942 生、高卒、二
代目）も「昔はようけおった。そういう職人さんがいっぱいいて、需要が減る前は近所にもそ
ういう方がいて、鍛冶屋を手伝っていた」と回顧する。 
さらに、職人 S は、その後、T 氏の父親のもとから独立していくが、それはある工場の一部
を間借りしての独立であった。このような「間借り職人」も堺刃物業ではめずらしくない存在






た。競争はしても仲は良かった」と語った。研ぎ職 K 氏（1942 生、高卒、二代目）は、一人







































































徳川幕府が、享保 15 年（1730 年）に煙草庖丁鍛冶の仲間株を 31 と定め、鍛冶屋銘の他に、
「堺極」の印を入れて幕府の専売品とすることを決めている。このことも堺刃物が全国へ広
まる契機となった。明治維新後には、煙草が庖丁による手刻みから機械化へ、民営から専売
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は、ますます減少していく。ある職人の話によれば、問屋からの注文の単位が 100 本から 50
本へ、30 本、10 本と減り、最後は 2本、1本となったという。 
９）宝暦七年（1757 年）の『御手鑑』には、庖丁鍛冶 37 軒、庖丁屋 21 軒、たばこ庖丁仲買３
軒、たばこ庖丁研屋 10 軒、たばこ庖丁ひずみ附８軒、庖丁柄屋１軒、大工道具鍛冶３軒、刺
刀鍛冶１軒、その他鉄物鍛冶４軒、釘鍛冶 36 軒、万金物鍛冶 23 軒、針金鍛冶１軒、鍬鍛冶




















vol.10, No1, pp.1-44 
近畿経済産業局産業部製造産業課，2005，「めざせ！世界ブランド（４）近畿の伝統的工芸品産
業大阪金剛簾・堺打刃物 次世代へ伝える古よりの伝統技」経済産業調査会近畿本部『パワ
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［付録１］ 面接記録 徒弟制による技能系譜の事例 
S 氏（男性 1940 年生まれ 68 歳 宮崎出身 高校中退 研ぎ職） 










b．技能の形成（1956 年～1967 年） 
弟子入りした先は、堺の研ぎでは一番といわれていたトップの刃物屋だった。量をこなすと
いうより、質を求める所だったので、時に外の人から見れば「遊んでいる」ようにみえる所だっ






























［付録２］ 面接記録 世襲制による技能系譜の事例 
T 氏（男性 1938 年生まれ 70 歳 堺市出身 高校卒 三代目鍛冶職） 














ていた。独立後も職人 S はよく T 氏の工場の前を通りかかった。「あるいてひょこひょこすぐ
来れるから…。僕が１人で稽古しとったら、○○のおっさん（職人 S）が来て、工場の後ろの






c．継承（1975 年：37 歳） 
父親の跡を継ぎ、三代目を名乗る。父親から取引先を譲り受けたが、この時取引をしていた
10 軒のうち、現在取引があるのは一軒だけである。 
親から一番下の弟を預かり、修行をさせて 10 年で独立させた。その際、取引先であったうち
の３軒（当時の売り上げの 40％分に相当）を弟に譲り分けた。T 氏の父親は、戦時中に京都の
刀匠に師事し、その技術を取得すると陸軍受命刀匠として戦中に作刀をして収めていた。この
作刀技術と共通点のある本焼きの庖丁は、堺でも出来る人が限られていたため、T 氏はこの技
術を父親から学び、本焼専門で鍛造をすることにした。折しも高度経済背長期、外食産業が盛
んとなり、料亭や板前での「本物の」庖丁の需要が伸びていった頃である。 
 
d．現在の仕事 
現在は、本焼き庖丁制作中心の仕事である。唯一父親の代から続く得意先との取引は、S 氏
の取引全体の 10％ほどで、加えて自分の代になってから新しく取引を始めた地元問屋と二軒が
問屋との取引であり、他はすべて、自分のところで仕上げた無刃物鍛造品を外注の刃付けに出
し、完成品を大阪市内の小売店や地方の小売店に直接販売している。本焼という特殊な鍛造の
種類のため、堺の中でも出来る業者が３～４軒と限られている。従って、特に普段から取引が
あるところでなくとも、堺のなかから来る注文はどこからのものでも引き受ける。 
